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令和　７　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立糸島特別支援学校　

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
ふるさとを愛し地域とのつながりを大切にして、夢に向かって小さな「できる」を積み重ね、共生社会の形成に向けて、地域社会の人とともに新たな価値を創り上げてい
く児童生徒を育む

Ａ
・　主体性・生活性・課題性を大切にした授業改善・研究の推進
・　校内支援体制の充実
・　域内の小･中学校等への支援及び連携の充実

Ⅳ　持続可能な教育環境の整備
・　合理的で効率のよい校務運営の整理
・　超過勤務縮減に向けた業務スリム化の検討
・　チームビルディングのための研修等の実施

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

A

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
〇教育相談、危機管理、学校
への満足度については、学校
評議員、保護者からも肯定的な
意見が多い。
●いじめ防止、ICT機器の活
用、地域資源活用は、学校の
取組を十分に発信できていな
い状況があるため、授業参観
や懇談会、様々なお知らせ等を
通して、より一層の情報発信に
努める必要がある。
●医療的ケアの本格的実施に
向けてより一層の体制の充実
を図る必要がある。

Ⅰ糸島の地に根差した一人一人の可能
性を最大限に伸ばす学びの推進

・　地域の教育資源と連携した取組の推進
・　カリキュラム・マネジメントによる一貫した継続性のある教育活動の充実
・　積極的な情報発信の推進

Ⅱ 将来に向けた健康・安全・安心な学
校生活の確立

・　進路に関する情報提供の充実と進路先の開拓
・　主体的な活動を促し自己指導能力を育む指導の充実
・　危機管理体制の強化

Ⅲ 日々の授業改善と学校内外への支
援の充実

A

・学習・生活環境の整備に十分配
慮され、安心できる環境づくりが児
童の主体的な活動を支える重要な
基盤となっている。
・児童同士の関わりを段階的に広
げる取組は、学習環境を豊かに
し、社会性の育成にも大きな意義
がある。
・日常的な実践を通して主体性を
引き出そうとする姿勢が評価でき、
個々の実態に即した支援の充実が
期待される。
・「自分で・かかわる・挑戦する」と
いう目標は概ね達成され、主体性
を伸ばす支援とカリキュラムが丁
寧に構築されている。
・家庭や放課後等デイサービス等
との情報共有を可視化・統一する
ことで、より連続性のある効果的な
支援体制につながる。

家庭（保護者）や関係機関と連携しながら情報を共有し、支援方法を統一す
る。

【かかわる】 教師や友達とのかか
わりを楽しみながら、意欲的に学
習活動に取り組む力を育てる。

意図的に児童同士の活動や関わりの機会を設定する。（学級→学年→学部
と段階的に増やす）

Ａ
良かったことや「できた！」ことを即時評価し、次時の意欲につなげる。（毎時
間）

【挑戦する】 学校生活に見通しを
もち、初めてのことや苦手なことに
も挑戦する力を育てる。

スケジュールや動画、アプリなどを活用し、活動に見通しがもてるようにす
る。（毎時間）

【自分で】 基本的生活習慣が分
かり、自分のことを自分でしようと
する力を育てる。

朝や帰りの準備の流れを視覚的に示し、ルーティン化して行うようにする。
（毎日）

Ａ

Ａ

Ａ
学習内容や課題の量をスモールステップで設定し、達成感を味わえるように
する。

教室環境を整備し、安全安心かつより主体的に身辺処理ができるようにす
る。

実態に応じてカードやタブレット端末などを活用し、援助を伝えられるように
する。（毎日）

中
学
部

【自分で】 よりよい生活のために
自ら考え行動し、自己選択・自己
決定ができる力を育てる。

基本的生活習慣の確立に向けて学年・学級での定期的な評価を行う。（月に
２回以上）

Ｂ

Ａ

「○○で賞コンテスト」を実施し、生徒が挑戦できる場を設定する。（学期に１
回以上）

小
学
部

・目標設定と面談は継続して行っていく。様々な活動で目標を立てるスキルを高める必要がある。
・本校職業班独自の技能習得状況確認テストについては、内容や評価基準等を年１回以上は見直す
会議を設ける。また誰もが指導、評価できるように指導書や評価表を作成する。

各職業班独自の技能資格試験を実施し、生徒が挑戦できる場を設定する。

高
等
部

【自分で】自分の生活を管理し、社
会の一員として主体的に行動でき
る力を育てる。

開始、終了時刻を視覚的に掲示するとともに、時間管理について振り返る場
を設定する。（学期に１回以上）

Ｂ

Ｂ

・学期に１回実施する「高校生活振り返りシート」の内容を各分掌と連携して検討し作成する。
・生徒が達成感や成就感をより感じられるように、運動や健康の記録方法について再検討する。

Ｂ

A

・適切な距離感を意識した支援は
社会関係形成に重要であり、意図
的に手助けを控え、自分で挑戦し
「できること」に気付かせる視点が
大切にされている。
・個々の発達に応じた丁寧な支援
が行われており、今後は喜びや楽
しさを集団で共有できる工夫が期
待される。
・将来の自立を見据えた目標設定
のもと、主体性や粘り強さを育てる
指導が評価でき、コンテスト等の工
夫も効果的である。
・一方で、目標設定が難しい生徒
への配慮や評価の視点を共有し、
多様性に配慮した丁寧な運用が望
まれる。
・これらの取組は、コミュニケーショ
ン能力の向上にもつながっている。

目標と成果を定期的に評価し、生徒が自分で選んだり決めたりできる場を設
定する。

【かかわる】 自分や相手の存在を
認め合いながら、友達や地域に対
して思いやりと感謝の気持ちを表
現できる力を育てる。

教科によって実態別や縦割りでの学習や教科担当制の授業を実施する。

Ａ

・教科担当制を継続するとともに、教科チーフがステップアップする内容を学年・教科ごとに確認する。
・教科の専門性を向上する。教員間で高め合えるような雰囲気を作る。
・ぽかぽか道徳の日以降、より生徒たちは「おもいやり」「親切」に対する意識をもつようになった。その
姿を尊重しつつも、「おせっかい」にならない言動ができるよう促す。
・次年度も地域交流、地域清掃を継続する。積極的に地域や校外での活動を設定する。（学期に１回以上）

【挑戦する】 得意なことを増やし、
苦手なことや新しいことにも根気
強くチャレンジし続けようとする態
度を育む。

「少し頑張ればできる」を達成するために目標を生徒とともに設定する。

Ａ

・基本的生活習慣（挨拶・礼儀・言葉遣い・身だしなみ・清潔・身辺処理等）に対する①目標設定（身に
付けたい姿）を明確化する。②評価の場・共有の場を設定する。③教員間の共通認識をもつ。
・生徒同士の距離感、生徒と教師の距離感を大切にする。
・支援する度合の見極めや待つことを重要視する。
・生徒自身が選択や決定ができる場や幅を拡大するように努める。

・生徒の「少し頑張ればできる」の目標に対する教員間の共通理解。（教員によって求めるものの違い
が生徒を混乱させる要因の１つになることを防ぐ。）
・各行事の事前事後学習の重要性。生徒の大きな成長の機会を逃さず、チーフを中心に学年・学級で
計画・実施する。
・１０カ条以外にもできるようになったことが増えていることから、コンテスト受賞の内容の幅を多様化
し、改善する。

A

・人間関係・社会関係を重視し、時
間管理や健康管理など社会生活
に必要な力を育てる教育が意識的
に行われており、新たな人間関係
に対応する取組も意義深い。
・進路を見据え、敬語の使用など
実践的なコミュニケーション能力の
育成に力を入れている点が評価で
きる。
・一方で、社会的自立と心の自立
の進度差による不安への支援がや
や見えにくく、心理的安定を支える
支援の充実が期待される。
・教員間で生徒への関わり方や思
い入れに差が感じられる点は、今
後の課題といえる。

定期的に朝の運動や体重の記録をとり、自分の健康を管理する場を設定す
る。

【かかわる】自分の気持ちや意思
を相手に適切に伝え、円滑な人間
関係を築く力を育てる。

職業等の授業で異年齢の生徒や教師に自分の気持ちを伝える場を設定す
る。

Ｂ

・班別会議と合同会議を定期的に実施し、取組状況等を確認する場を設ける。活動グループを考える
ときには異年齢や関わりの少ない教師とのグループをつくるなど工夫をする。
・職業の時間だけでなく学校生活全般において敬語を意識できるように全高等部職員で指導していく。
また、生徒にとって敬語が身近なものとなるために教員も言葉遣いには十分気を付ける。生徒同士で「良かった敬語の使い方」「次回気をつけたい点」を共有する場を

設定する。（月に１回以上）

【挑戦する】自分で目標を設定し、
計画的に努力を続ける力を育て
る。

短期、中期、長期目標を立て、担任と振り返る場を設定する。（学期に１回以
上）

【１・２年】教室内の共有で使用するものについて、収納場所を提示し、主体的に片付けができるように
する。授業のスライド、振り返り場面のDropTapなど、効果的にどの教科等でも同じものを使用する。
【１・２年】【３・４年】放課後等デイサービスとの情報交換、情報共有の時間を設定する。様子や実際に
行っている支援方法を聞く。
【３・４年】校内支援体制作りの話し合いの場を設定し、児童によっては実態に応じた継続的な支援を
様々な役割の職員で行っていく。
【５・６年】「自分のことは自分でする」を宿泊学習や修学旅行に向けて段階的に指導する。夏休みや冬
休みだけでなく、日々の教科等の取り組みの中でも、食事、運動、睡眠の生活習慣について家庭と連
携した内容を取り入れる。
【肢体】具体的を手掛かりに、活動や物に気付き、少しずつ経験を積み重ねることができるようにする。
個に応じた支援の工夫をする。（言葉掛け、具体物、絵、カードなど）

【１・２年】【３・４年】今年度に引き続き、内容を検討しながら学期に１回、学部集会を実施する。その
他、生活単元学習等の学習の中で、他学年グループとの交流の機会を増やす。
【５・６年】児童同士の関わりの場の設定を増やす。具体物を操作したり視覚的に確認したりして、「で
きた」を実感できる機会を増やす。
【肢体】子供たちの「～したい」という気持ちを授業や学校生活に生かす。体調を管理しながら集団の
場を工夫する。

【１・２年】特に１年生へ、１日の流れや初めての学習活動に対する支援を丁寧に行う。
【３・４年】学習した内容を家庭生活へ般化できるよう、児童の実態把握を適切に行い、課題を設定して
いく。
【５・６年】同単元の学習の中で、個別のねらいを考え、達成感がもてるように指導していく。

特１３

【評価基準】

A：設定した目標を高度に達成できた。

B：設定した目標を概ね達成できた。

C：設定した目標を達成できていない。
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学習活動においてＩＣＴ・ATを効果
的に活用し、児童生徒の学ぶ意欲
を高める。【情報マネジメント課】

地域行事等への参加や地場産業
等と連携した授業の推進を図る。
【教務企画課】

地域に関する学習や地域交流の実施・改善を行う。 （前期後期計２回）

Ｂ

学部ごとに実施内容の検討を行う。特に、暑い時期の実施については、時期の変更を考慮する。「地
域」についての共通理解（地域とは何か、何をさすのかなど）をはかり、実施の時期を含め、検討の場
を設ける。また、指導計画書を小中高が連携して作成する。小学部は実態を考慮し、少しずつ拡大し
つつ、コミュニティスクールを活用した実施も検討する。

A

・地域交流を通して糸島の地域性
を生かした教育が行われており、
生徒による情報発信や作品掲載は
学校への愛着や魅力を高め、日常
生活への波及効果も期待できる。
・九州大学との連携をはじめ、地域
との関わりを積極的に展開し、地
の利を生かした特色ある取組が評
価できる。
・一方で、行事の目的や教育的ね
らいが教職員間で十分に共有され
ていない点が課題であり、企画意
図や成果の可視化が求められる。
・情報発信の充実は評価できる
が、保護者への伝達不足や教職員
の負担増も懸念され、今後、持続
可能な体制づくりが期待される。

系統的な地域に関する学習について検討する場を設け、一覧表を作成す
る。（前期後期計２回）

小学部から高等部まで一貫した継
続性のある教育活動の充実を図
る。【教務企画課】

各学部の段階に応じた効果的な朝の運動と清掃活動について検討し、実施
する。 （年間４回）

学校ホームページの積極的更新
に努め、本校の教育活動について
広く発信する。【庶務広報課】

ホームページの掲載計画を作成する。（１学期中）

Ｂ
今年度作成した掲載計画を参考に進めていくことで積極的更新につながると考えるが、発信する内容
については次年度改めて精選し、業務の軽減を図る必要がある。作品募集については、業務整理の
ために次年度以降も実施するかどうかは検討していく必要がある。参加型のホームページにするために、児童生徒の作品を募集して掲載す

る。（年に２回）

安全な通学のために関係者との
連携を図る。【生徒指導課】

児童生徒が健康で安全安心な生
活を送るための校内体制と指導の
充実を図る。【保健環境課】

運転手、添乗員と連携を密にバス連絡会を実施する。（学期１回）

バス乗車指導で乗車のマナー指導と単独通学生安全指導を実施する。（学
期１回）

緊急時対応シミュレーションを実施する。（各グループ年１回以上）

医療的ケアの実施体制の見直しを実施する。（学期１回）

危機管理マニュアルの改善と訓練
等による周知を図る。【生徒指導
課】

安全安心な学校給食の提供方法
の確立と食育の充実を図る。【保
健環境課】

危機管理マニュアルの見直し会議を実施する。（学期１回）

地震火災避難訓練、不審者対応訓練（各抜き打ちを含む）を実施し、引き渡
し確認会を実施する。

食物アレルギーや形態食の提供体制の見直しを実施する。（学期１回以上）

各教科との関連性をもたせた給食献立を作成する。（学期１回以上）
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Ｂ

円滑な学部間接続のために授業見学や授業体験を実施する。（年間２回以
上）

A

・不審者対応訓練や通学時の安全
指導、ヒヤリハット事例の共有な
ど、安全・安心な学校環境づくりに
向けた取組は非常に重要であり、
高く評価できる。
・ヒヤリハットについては、共有に
加え分析・分類や対応協議を行う
ことで、より実効性の高い安全体
制につながると考えられる。
・行事や現場実習の発信は、地域
理解の促進や下級生が将来像を
描くうえで意義があり、児童生徒の
前向きな姿も確認できる。
・一方で、安全管理や不審者侵入
時の初動対応については、教職員
間の共通理解や訓練の充実が課
題である。
・進路・キャリア教育では一貫した
情報発信や、保護者・担任との認
識共有の強化が望まれる。

いじめ対策として児童生徒を対象とした「学校生活アンケート」を学期１回、
教員を対象とした「学級の様子チェックシート」を月１回実施し、家庭用アン
ケートを実施する。

安全かつ衛生的な環境の整備や
校内体制の充実を図る。【保健環
境課】

気付き・ヒヤリハットフォームを活用し、円滑に共有を行う。（毎月１回）

Ａ
気付き・ヒヤリハット共有フォームを活用することで、報告件数が上がり、全体で共有することができ

た。次年度は、共有する中で複数回上がっている事案についての改善策を提示していく。校内の安全
確認アンケートについては、次年度は学期ごとに実施し、ヒヤリハット防止にも努めていく。全職員向けに校内の安全についてのアンケートを実施し、周知する。（年１回

以上）

現場実習充実のための事業所等
との連携、手続き等の改善に努め
る。【キャリア教育課】

各事業所と連携して実態表及び実習評価表の改善に努める。（年間2回）

Ｂ
前期、後期の現場実習終了後に各事業所に「本校の実習の進め方」について意見を聞き、改善する

ことができた。次年度は３学年揃い卒業学年も出るので、事業所との連携強化や職員間の連携を密
にして現場実習を進めていく必要がある。各事業所と意見交換会を実施する。　（年間４回）

「進路だより」の発行やHPの更新、
進路掲示板の設置による情報提
供の充実を図る。【キャリア教育
課】

「進路だより」を発行する。　（学期に1回）

Ａ
進路だよりやHP更新を学期に１回行うことができた。また、新しい進路掲示板を活用して現場実習の

様子を校内外に発信することができた。次年度は現場実習の様子に加え企業や福祉事業所等の情
報発信に努め、より多くの情報提供を行う必要があると考える。HPの更新や進路掲示板による情報提供を定期的に行う。　（学期に1回）
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集団活動での自主性と自己指導
能力の強化を図る。【生徒指導課】

児童生徒会役員が全校集会（年間８回）、遠足、及び各フェスタのレクレー
ションや開閉会式を企画・運営し、図書委員会を立ち上げ、委員会活動（月１
回）の充実を図る。

校内支援体制の充実を図る。【支
援連携課】

関係機関と連携したケース会議を実施する。（年3回以上）

Ａ
関係機関との窓口の体制整備を行い、校内のケース会議（支援会議）等の円滑な実施を目指す。人
権感覚セルフチェックシートの結果を基に、一人一人が人権意識を職員にとって有意義な研修の場を
検討し提供できるようにする。

ＯＪＬを推進するため、心理的安全性の高い職場風土づくりや個別最適な職
員研修の企画運営を行う。（職員の研修ニーズ調査1回、スポッと研修年間４
回以上、教材展示の実施、糸特OJLマップの作成・実践

人権感覚セルフチェックシートを活用し、自身の人権感覚を評価する機会を
つくる。（毎学期）

域内の小・中学校等への支援及
び連携の充実を図る。【支援連携
課】

Ⅲ
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道徳的実践意欲を育む道徳の授
業づくりの充実を図る。【研修研究
課】

各学部で育てていきたい力や本校で育てていきたい道徳的心情について、
子どもの「学びを深める」ことできるような道徳科の授業づくりに努めるため
に、道徳科に関する指導方法について協議等を行う時間「イトケンタイム」、
一つの教材を複数時間に渡って指導を行う取り組み「学び深めタイム」を設
定する。
（イトケンタイム年間10回実施、学び深めタイム年間３回実施）

Ａ

Ａ

イトケンタイムロングの中で、本校の児童生徒は、「道徳的知識として既に身に付けているものの、
実際の行為に至らないことが多い」という実態が概ねどの学部でも浮かび上がった。このように、本校
の児童生徒の実態に寄り添った道徳教育の充実を目指すためにも、児童生徒の道徳性に関する実
態把握や「ねらい」を明確化していく必要である。そして、児童生徒がどのようにして道徳的諸価値を
理解し、道徳的行為を可能にしていくかといった道徳性の変容（成果）について、より「見える化」してい
く必要がある。

Ｒ６～８年度まで３年計画で学校研究を進めている道徳科の授業づくりについて、学校研究としての
取り扱いが終わったＲ９年度からも、本校の道徳教育を更に推進していけるようにするための仕組み
づくりが必要である。Ｒ９年度の学校研究については、学校教育目標と現状の課題等を考慮しながら、
学校全体で検討をしていく必要がある。

特別支援学級等訪問を実施し地域のニーズを把握する。（残り７校実施）

Ｂ
「糸特セミナー」は、地域の方々のニーズ及び反響も大きく、次年度も７月下旬に実施する予定として
いる。負担軽減のためにも、内容については大枠を今年度中に固めながら持続可能な研修の実施方
法を検討していく。また、高等学校や幼稚園、保育所等との連携の強化も必要であると考える。地域の特別支援教育に関わる方を対象に「糸特セミナー」を開催する。（年１

回）

研究授業参観システムや個別最
適な職員研修によるＯＪＬ推進に
努める。【研修研究課】

授業の質の向上を図り、学校全体としての教育力を高めるため全職員が授
業参観を実施する。 （年間1回以上）

Ａ
A

・多くの教員が日常的に授業研究
に取り組み、その成果を「糸特セミ
ナー」として地域と共有している点
は高く評価でき、ICT活用を含めた
実践の発信にも広がりが期待され
る。
・次年度に向けた改善点が明確に
示されており、学校全体として前向
きに取り組む姿勢がうかがえる。
・道徳教育に力を入れ、「イトケンタ
イム」等を通した教員間の協議や
情報交換が活発で、児童生徒の実
態に即した指導が実践されてい
る。
・授業参観や保護者アンケートから
も高い満足度が示され、授業改善
の成果が表れている。
・一方で、取組の充実に伴う業務
負担を考慮し、目的や優先順位を
整理した持続可能な体制づくりが
求められる。

道徳科に関する実践発表会を行い、外部講師から指導及び助言を受ける機
会の設定や、道徳推進教師と連携した専門性の向上のための研修会を行
う。（道徳科研修年１回実施、12月実践発表会）

授業参観システムについては、授業参観のために考えられる「学級の負担」を軽減するために、「動
画参観可」など柔軟性も加えながら継続していく。

OJL推進、スポッと研修についても継続的に進める。教材展示については、支援連携課と連携し、次
年度の実施について協議していく。

若年教員の段階的な指導力育成を目的とした、糸特スタンダードについては、若年研修対象者が行
う研究に関する資料の指導教員、研修主任等への回覧が徹底できてなかった。次年度は、指導教員
からの発信も徹底していく。

危機管理マニュアルの見直しを年に一回とし、関係する各課と連携しながら安全面の対策・対応につ
いて周知していきたい。また、年１回の引き渡し訓練を確実に実施する。
児童生徒に抜き打ちの不審者対応訓練は年に一度実施する方向で検討していく。

バスの乗車マナーや指導について学級を通じて家庭にも情報を共有し協力し合い、より事故や怪我
のない安全な利用へとつなげる。学校とバス会社（添乗員）との仕事の住み分けが必要と感じたことも
あり、今年度以上に情報の共有が必要であるため、添乗員との情報交換を細やかに行い、バス利用
者の配慮事項について確実に把握する。

消防と連携しながら、かなり実践的なシミュレーションを実施することができた。時期や内容（定期・臨
時のすみ分けなど）を見直し、全職員が混乱なく確実に実践できるよう工夫していく。医療的ケア実施
体制については、次年度さらに対象児童生徒が増えるため、改めて実施体制の整備を行い、安全に
実施できるよう担任・看護職員等との情報共有の機会を設ける。

形態食の提供については、個々に配膳する際に給食室、教職員でダブルチェックでの提供体制を確
立する。食物アレルギー対応については、代替食等が必要となる可能性があるため、給食室、教職員
と提供方法の再確認を実施する。各教科と関連性をもたせた献立作成をするために各教科で取り
扱っている野菜等の情報収集を行う。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

朝の運動や清掃活動について検討することができた。今後は次年度に向けて職員に掲示できるような
形を整えていく。清掃活動については、技能検定を基に各学部の段階に応じたスモールステップの一
覧表を作成する。授業見学や授業体験については、来年度に向けた事前学習などの計画を年間計画
に入れておく。全学部の水曜下校時間変更の実施計画を行う。

研修や情報発信等の支援を行い、効果的なICT活用を促進する。（学期３回
以上実施）

Ａ

効果的なICT活用については、職員研修や授業支援などの取組と関連させて活用推進を図る必要が
あり、情報マネジメント課だけで実施すると時間を別に設定する必要があることから、関係部署と協力
して研修や授業支援に取り組むことができるように業務を整理したり、協力体制を整えることが求めら
れる。

ソフト、アプリ、支援機器等の導入及び使用状況に応じた再整備を実施す
る。（見直し年３回）

Ａ

Ａ

各委員会の中で初めて放送に取り組む、行事の司会を児童生徒主体で進行するなど、新しいことにも
取り組むことができた。今後さらに企画・運営など、児童生徒の意見も取り入れられる工夫が必要であ
る。各委員会の活動については、代表委員会の役割の明確化や必要性について再検討していく（生
徒会との違いも含め）と共に、全校集会と委員会活動の月の回数の見直しと必要性が検討課題であ
ると課の中で上がった。また、選挙時期の見直しと全体行事の見直しは必須であると考える。保護者
アンケートについて、還元方法を明確にする必要がある。

Ｂ



Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

職員室環境のアンケート調査を行い、課題点を把握して改善に役立てる。
（学期１回）

Ａ
アンケート調査については庶務広報課だけでは解決できない意見等もあったが、参考になる意見も
あったのでOneNoteに載せて皆さんに周知していくことは大切であると考える。庶務関連のマニュアル
を職員に周知後、アンケート調査もしながらよりよい内容に改善していく必要がある。職員室内の物の配置や補充方法等を整理し、庶務関連のマニュアルを作成

する。（１学期中）

校内ネットワークの適切な活用や校内ルールの整備等により、校務の効率
化につながる環境を提供する。（提案年３回）

Ａ

基本的な機器環境整備については２年かけて整いつつある一方で、長期的な視点で管理・運用の方
法を検討したり、業務の効率化を図るツールについて担当者自身が情報を得ることが必要である。業
務の効率化や情報教育に関する留意事項については継続して共通理解する必要があり、情報共有
の方法について検討を継続する。

　・　学年・学部横断で「少し頑張ればできる」を共通言語化し、系統性のあるねらい、評価の観点や支援の度合い等に関する段階を整備し、全教職員で共有する。 ・大学や地域との連携、新たな取組に積極的で、多
くの交流人口を生かした点は糸島特別支援学校の
大きな強み・特色として評価できる。
・令和8年度は高等部の完成、初の卒業や進路選
択、医療的ケア児の入学など大きな変化が見込ま
れ、関係機関と連携した地域全体での支援体制づ
くりが重要である。
・日々の教育活動に誠実に向き合う教職員の姿勢
や、教育内容・地域連携の充実に取り組む学校の
姿勢が随所に感じられる。
・一方で、教職員が安心して働ける環境整備への配
慮も、今後の課題であると考える。また、新設校とし
て成熟期を迎えるにあたり、初志を大切にした学校
運営が期待される。

　・　「共創チャレンジ（校内外連携）」やＩCT活用、いじめ対応の見える化のため、取組内容や活用例、いじめ防止の方針・手順等をＨＰで発信し、理解促進に努める。

　・　行事運営の計画性と負担軽減を図るため、年間見通しの明確化や準備の標準化等で、計画的な業務の遂行と教職員の負担軽減を図る。

　・　安全・安心の継続的向上のため、引き渡し訓練の実施や、ヒヤリハット共有、チェック体制の徹底により、初動対応と再発防止を強化する。

　・　持続可能な学校運営の推進を図るため、目的が明確な活動へ資源を集中した上で、会議、行事の精選とICTによる効率化を進め、教育の質と働きやすさを両立する。

児童生徒及び教職員の安全確保
のため施設設備等の整備の充実
を図る。【事務部】

施設設備等の点検を行い、危険個所を早期発見した際は速やかに対応す
る。（月１回）

Ａ 目標は概ね達成できていると思われるが、開校以来の方策を再考し更なる充実を図る。

安全対策等、育成部と連携し、必要な備品等の整備を図る。（年１回）

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策
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次年度も、児童生徒数及び職員数の増加が見込まれ、紙や光熱水費の使用量が増加することが予
想されるため、コピーや電気ガス水道の使用量削減に対する意識付けを行っていく必要がある。

A

生成AI及び各種ソフトウエアの活用促進に向けた基礎研修や実践事例の紹
介を実施する。（年３回実施）

業務効率を高めるため、資源の有
効活用や室内環境の整備に努め
る。【庶務広報課】

評価項目以外のものに関する意見

・業務の効率化により教育環境の
安全性や質が高まり、教職員・児
童生徒・保護者すべてにとって意
義のある取組が進められている点
は評価できる。
・教育環境改善に向けた継続的な
努力や、限られた予算の中で工夫
して運営している姿勢がうかがえ
る。
・生成AIをはじめとするソフトウェア
活用を進めようとする姿勢は時代
に即した前向きな取組である。
・一方で、活用に関する知識の偏り
やリテラシー・ガイドライン整備の
不足から、業務負担増の懸念もあ
り、段階的な研修や運用ルールの
明確化が求められる。
・働き方改革の視点から、業務整
理や日程調整を含めた負担軽減
の工夫が今後の課題である。

学校経営に参画し、効率的で効果
的な予算執行に努める。【事務部】

校務における情報の共有促進及
び各種ツールを活用した業務の効
率化を図る。【情報マネジメント課】

関係各部と連携し必要な物品購入の検討を行うとともに、適切な予算執行を
行う。また、必要に応じて予算要求を行う。（随時）

Ｂ
光熱水費及びコピー等消耗品の節約を教職員に啓発する（学期１回）

非常災害に備えるため非常用設備の点検を実施する。（年２回）

Ａ


